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「

要
旨天

塩
川
上
流
に
サ
ン
ル
ダ
ム
を
提
案
し
て
い
る
北

海
道
開
発
局
は
、
沙
流
川
の
二
風
谷
ダ
ム
の
サ
ク
ラ

マ
ス
対
策
を
あ
げ
て
、
サ
ン
ル
ダ
ム
で
も
サ
ク
ラ
マ

ス
親
魚
の
遡
上
と
幼
魚

(ス
モ
ル
ト
)
の
降
下
対
策

に
よ

っ
て
サ
ク
ラ
マ
ス
対
策
が
可
能
と
い
う
見
解
を

示
し
て
い
る
。
二
風
谷
ダ
ム
と
サ
ク
ラ
マ
ス
の
関
係

に
つ
い
て
の
資
料
を
開
示
請
求
し
て
、
得
ら
れ
た
資

料
を
解
析
し
た
結
果
、
ダ
ム
下
流
で
は
変
化
が
見
ら

れ
な
い
の
に
、
上
流
で
は
親
子
関
係
が
変
化
し
て
い

て
、
二
風
谷
ダ
ム
は
サ
ク
ラ

マ
ス
の
遡
上

と
降
下
に

影
響
を
与
え
、
サ
ク
ラ
マ
ス
/
ヤ

マ
メ
が
減
少
し
た

と
考
え
ら
れ
た
。
天
塩
川
の
ヤ

マ
メ
資
料

に
つ
い
て

も
検
討
を
加
え
て
、
サ
ン
ル
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
場

合
の
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源

へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

「

北
海
道
開
発
局
は
、
天
塩
川
上
流
の
サ
ン
ル
川
に
ダ
ム

を
建
設
す
る
河
川
整
備
計
画
原
案
を
作
成
し
て
、
天
塩
川

流
域
委
員
会
で
論
議
さ
れ
た
。
サ
ン
ル
川
は
多
く
の
サ
ク

ラ
マ
ス
が
遡
上
す
る
川
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て
、
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源
に
対
し
て
ダ
ム
は
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
開
発
局
は
二
風

谷
ダ
ム
の
資
料
を
用
い
て
、
魚
道
を
整
備
す
れ
ば
ダ
ム
の

影
響
は
克
服
で
き
る
と
い
う
説
明
を
行

っ
た
。
そ
こ
で
、

関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
開
示
請
求
を
行

っ
た
。
得
ら
れ

た
資
料
は
、
ω
サ
ク
ラ

マ
ス
親
魚
の
遡
上
と
ス
モ
ル
ト
の

降
下
に
つ
い
て
は
、
二
風
谷
ダ
ム
魚
類
調
査
検
討
資
料
作

成
業
務
報
告
書

(
一
九
九
六
)
・
「沙
流
川
総
合
開
発
事
業

の
内
二
風
谷
ダ
ム
魚
道
遡
上
降
下
魚
調
査
検
討
業
務
業
務

報
告
書
」
(
一
九
九
七
)
・
「二
風
谷
ダ
ム
直
轄
堰
堤
維
持
の

内
魚
道
遡
上
降
下
魚
類
調
査
検
討
業
務
報
告
書
」
(
一
九
九

八
～
二
〇
〇
五
)、
②
ヤ
マ
メ
の
分
布
に
つ
い
て
は
「沙
流

川
総
合
開
発
事
業
の
内
沙
流
川
漁
場
環
境
調
査
報
告
書
」

(
一
九
八
九
～
二
〇
〇
〇
)
・
「沙
流
川
総
合
開
発
事
業
の

内
沙
流
川
流
域
外
魚
類
生
息
環
境
業
務
報
告
書
」
(二
〇
〇

一
～
二
〇
〇
五
)、
三
)
サ
ク
ラ
マ
ス
漁
業
と
ダ
ム
下
流
に

お
け
る
親
魚
採
捕
に
つ
い
て
は

「沙
流
川
総
合
開
発
事
業

の
内
沙
流
川
漁
場
環
境
調
査
報
告
書
」
(
一
九
八
九
～

一
九

九
四
)
・
「沙
流
川
総
合
開
発
事
業
の
内
沙
流
川
漁
場
環
境

調
査
委
託
業
務
報
告
書
」
(
一
九
九
五
～
二
〇
〇
五
)
の
中

の
サ
ク
ラ
マ
ス

・
ヤ
マ
メ
関
係
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
は
北
海
道
自
然
保
護
協
会
に
保
管
し
て
い
る
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
協
会

に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
こ
れ
以
外
に
、
天
塩
川
流
域
委
員
会
で
配
布
さ
れ
た

資
料
と
旭
川
開
発
建
設
部
の

「
天
塩
川
河
川
整
備
計
画
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「天
塩
川
資
料
集
」

も
活
用
し
た
。

●

北
海
道
の
サ
ク

ラ
マ
ス
資
源
の
動
向

北
海
道
で
は
日
本
海
と
襟
裳
岬
西
側
の
漁
獲
量
が
全
体

の
お
よ
そ
八
○
%
以
上
を
占
め
る
。

一
九
八
四
年
以
降
の

漁
獲
量
の
推
移
を
図
1
に
示
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
の
漁

獲
量
は
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
ト
ン
と
い
わ
れ
て
い
る



が
、
最
近
で
は

一
九
九
〇
年
前
後
の
約

一
〇
〇
〇
ト
ン
が

最
大
で
あ
る
。
最
近
で
は
約
五
〇
〇
ト
ン
前
後
で
、

一
九

九
〇
年
に
比
べ
て
半
減
し
て
い
る
。
二
〇
〇

六
年
九
月
に

開
催
さ
れ
た
、
第
七
回
北
海
道
河
畔
林
再
生

・
淡
水
魚
保

護
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
北
海
道
立
水
産
艀
化
場
の
ト
部
研
究
職

員
が
発
表
し
た

「北
海
道
の
サ
ク
ラ
マ
ス
と
河
川
環
境
の

現
状
」
に
は
、
他
の
サ
ケ
類
は
放
流
に
よ

っ
て
資
源
が
増

加
し
て
い
る
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
は
放
流
し
て
も
資
源
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年

の
サ
ク
ラ
マ

ス
資
源
の
減
少
は
、
河
川
環
境
の
悪
化
が
原
因
と
推
定
さ

れ
る
。
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北海道 にお けるサクラマス漁獲量の推移図1

一→一 刺 網

+魚 道

二
.
沙
流

川
遡

上
サ
ク

ラ

マ
ス

一
九
八
七
年
か
ら
沙
流
川
頭
首
工
に
お
い
て
刺
網
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
か
ら
は
、

一
九
九
七
年
に

二
風
谷
ダ
ム
が
完
成
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ダ
ム
の
主
放
流

ゲ
ー
ト
直
下
に
お
い
て
刺
網
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

一
九

九
六
年
か
ら
は
二
風
谷
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
魚
道
に
お
け

る
サ
ク
ラ
マ
ス
採
捕
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
結
果
を
図
2

に
示
し
た
。
刺
網
調
査
で
は

一
九
九
八
年
以
降
遡
上
数
が

増
加
し
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、
二
風
谷
ダ
ム
直
下
に
は
、

オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
か
ら
の
放
水
と
下
流
河
床
の
堆
砂
に

よ
っ
て
大
き
く
て
深

い
静
水
域
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
サ

ク
ラ
マ
ス
親
魚
が
滞
泳
し
や
す
い
地
形
と
な

っ
て
い
る
た

め
、
刺
網
に
よ
る
採
捕
効
率
が
高

い
と
述

べ
て
い
る
。
魚
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図2沙 流川のサ クラマス遡上数の推移
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図3沙 流川 におけるヤマメ資源量の推移

道
調
査
で
二
〇
〇
五
年
の
採
捕
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
調
査
頻
度
を
倍
に
し
た
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。

三
.

ヤ

マ
メ
生

息
数

報
告
書
に
、
二
風
谷
上
流
と
下
流
に
お
け
る
ヤ
マ
メ
資

源
量
の
推
定
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
図
3

に
示
し
た
。
上
流
域
で
は
ダ
ム
建
設
後
の

一
九
九
八
年
以

降
減
少
し
て
い
る
。
下
流
域
で
は

一
九
九
七
年
以
降
の
資

料
し
か
な
い
が
、

一
九
九
七
年
と
比
較
す
る
と

一
九
九
八

年
以
降
は
変
化
し
て
い
な
い
。

旭
川
開
発
建
設
部
の
天
塩
川
河
川
整
備
計
画
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
資
料
集
に
、
沙
流
川
の
ヤ
マ
メ
の
生
息
密

度
の
推
移
が
掲
載
さ
れ

+上 流

一日一下流
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図4沙 流川におけるヤマメ生息密度 の推移

て
い
る
。
こ
の
資
料
に

は
、
ダ
ム
上
流
域
で
は

額
平
川
水
系
七
点
、

ニ

セ
ウ
川
六
点
お
よ
び
貫

気
別
川

の
合
計
十
四

点
、
下
流
域
で
は
九
地

点
の
密
度
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
上
流
と
下

流
の
平
均
値
を
用
い
て

生
息
密
度
の
推
移
を
図

4
に
示
し
た
。
推
移
の

傾
向
は
図
3
と
類
似
し

て
い
る
。
報
告
書
に
は
、

代
表
的
な
調
査
点
と
し

て
ダ
ム
上
流
域
五
点
、

下
流
域
五
点
の
密
度
の

推
移
が
示
さ
れ
て
い
る

17
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図5開 発局が選定した調査点のヤマメ生息密度の推移

の
で
、
そ
れ
を
用

い
て
図
5
に
示
し

た
。
図
4
と
5
を

比
較
す
る
と
、
図

5
で
は
全
体
に
密

度
が
大

き
く
、
ま

た
ダ

ム
建
設
前
後

の
差
が
小
さ
く
、

さ
ら
に
ダ
ム
建
設

後
の
上
流
と
下
流

の
密
度

に
差
が
見

ら
れ
な

い
。
平
均

密
度
を
求
め
る
た

め
に
は
、
代
表
点

よ
り
は

で
き
る
だ

け
多
く

の
地
点
を

選
ぶ
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

四
.

ス

モ
ル
ト

の
ダ

ム
か
ら

の
降

下

四
.

一

降
下
数
…
…
二
風
谷
ダ
ム
上
流
域

の
サ
ク
ラ

マ
ス
幼
魚

(
一
才
魚
、
ス
モ
ル
ト
)
が
ダ
ム
を
降
下
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

一
九
九
六
年
か
ら
試
験
を
行

っ
て

い
る
。
調
査
は
、
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
二
風
谷
ダ
ム

魚
道
、
主
放
流
ゲ
ー
ト
下
流
お
よ
び
発
電
水
路
下
流
の
三

箇
所
に
降
下
魚
用
の
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
、
ダ

ム
か
ら
降

下
し
て
き
た
魚
類
を
採
捕
す
る
。
降
下
し
て
き
た
サ
ク
ラ

マ
ス
幼
魚
に
は
前
年
の
冬
生
ま
れ
の
○
才
の
幼
魚
と
前
々

年
生
ま
れ
の

一
才
の
ス
モ
ル
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
来

は
海
に
降
下
す
る
の
は
ス
モ
ル
ト
だ
け
な
の
で
、
図
6
に

降
下
し
て
き
た
ス
モ
ル
ト
採
捕
数
の
推
移
を
示
し
た
。

一

九
九
六
年
の
採
捕
数
が
少
な
か
っ
た
の

で
、

一
九
九
七
年
か
ら
ダ
ム
に
人
為
的

に
ス
モ
ル
ト
を
放
流
し
て
試
験
を
行

っ

た
。
放
流
数
を
、
平
取
町
が
放
流
し
て

い
る
○
才
の
幼
魚
数
と
と
も
に
図
7
に

示
し
た
。

報
告
書
で
は
、
図
6
の
結
果
と
流
量

と
の
関
係
か
ら
実
際
の
ス
モ
ル
ト
降
下

数
を
求
め
、
さ
ら
に
調
査
と
調
査
の
間

は
直
線
で
結
ん
で
推
定
値
と
し
て
、
毎

年
の
降
下
数
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
得
ら
れ
た
降
下
数
を
、
天
然

魚
と
放
流
魚
に
仕
分
け
し
て
図
8
に
示

し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
放
流
し
た
ス
モ

ル
ト
降
下
数
が
多
い
の
は
、
こ
の
年
の

ス
モ
ル
ト
放
流
数
が
多
い

(図
7
)
た

め
と
推
定
で
き
る
が
、
二
〇
〇
二
年
に

降
下
数
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明

は
な
か
っ
た
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
放

流
魚

一
万
尾
に
対
し
て
平
均
降
下
数
は

三
五
二
一二
尾
で
あ
り
、
約

一
/
三
だ
け

が
降
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
報
告
書
で

は
八
月
に
は
ほ
と
ん
ど
ス
モ
ル
ト
が
存

在
し
て
い
な
い
の
で
、
残
り
の
二
/
三

も
降
下
し
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
実

際
に
降
下
し
た
の
か
、
死
ん
だ
の
か
上

流
に
上

っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

四
.

二

経
路
別
降

下
数
…
・-
図
9

に
経
路
別
の
ス
モ
ル
ト
降
下
尾
数
を
示

し
た
。
平
均
し
て
八
二
%
が
発
電
水
路

を
経
由
し
て
降
下
し
て
い
て
、
魚
道
を

…
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輔
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申
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図6ス モ ル ト降 下 試 験 結 果

199719981999200020012002200320042005

図8二 風谷 ダムか らのスモル ト推定降下数

一→一 ス モ ル ト

+幼 魚

199719981999200020012002200320042005

二風谷ダム上流における放流数の推移。 スモル トは

2000年 を除 いて標識 魚で、2000年 は2万 尾が標識

魚、2万 尾が標識 しないスモル トである。幼魚は、平

取町が放流 した0才 魚である。
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7
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険
)

藩
駕

超

図
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図9経 路別 スモル ト降下尾数の推移
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降
下
す
る
の
は

一
%
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
報
告
書
で
は

発
電
水
路
を
経
由
し
た
う
ち

一
六

・
五
%
が
タ
ー
ビ
ン
に

よ
る
損
傷
を
受
け
、

】
七

・
三
%
が
降
下
で
き
な
い
農
業

用
水
路
に
迷

い
込
ん
だ
と
述

べ
て
い
る
。

四
.
三

ス
モ
ル
ト
の
ダ

ム
残
留
と
ダ

ム
回
転
率

…
-

ス
モ
ル
ト
降
下
調
査
で
は
、
ダ
ム
湖
内
に
残
留
し
て
い
る

ス
モ
ル
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
三

年
の
み
十
六
尾
の
ス
モ
ル
ト
が
残
留
し
て
い
た
。
報
告
書

で
は
、
そ
の
原
因
を
二
〇
〇
三
年
の
ス
モ
ル
ト
放
流
時
の

ダ
ム
回
転
率
が
低
か
っ
た
こ
と
と
推
定
し
て
い
る
。
回
転

率
は
月
回
転
率
口
月
間
総
流
入
量
/
月
平
均
貯
水
総
量
で

求
め
て
い
る
。
ス
モ
ル
ト
放
流
を
実
施
し
た
六
月
の
月
回

転
率
を
見
る
と
、

一
九
九
七
～
二
〇
〇
五
年

の
平
均
値
は

1。4

稽1.2

垂1

灘 ・.8澤

・.6

瑠 。.4

否o.2
亭

0

200020012002200320042005

図10サ ンル川 にお け る6月 の ヤ マ メ生 息密 度 の 推移

2005年6,月 ヤマ メ 生息 密 度

八

・
四

で
あ

る

の

に
対

し

て
、

二
〇

〇

三
年

は
四

・
三

で

あ

っ
た

。
低

い
回
転

率

は
流

入

量

が

少

な

か

っ
た

こ

と

に

起

因

し

て

い

る
。

五
.
標
識

ス

モ
ル
ト

の
河

川
回
帰
率

図
7
に
示
し
た
よ
う
に
、
ダ
ム
建
設
後
毎
年
標
識
ス
モ

ル
ト
が
放
流
さ
れ
て
い
る
。

一
方
河
川

へ
の
遡
上
数
は
図

2
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
図
2
で
は
標
識
さ
れ
て
い

な
い
遡
上
魚
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
標
識
遡
上
魚
を
用

い
て
、
河
川
回
帰
率
を
求
め
て
み
た
。
サ
ク
ラ

マ
ス
は
ス

モ
ル
ト
放
流
の
翌
年
遡
上
し
て
く
る
の
で
、
回
帰
率

11
当

年
標
識
遡
上
魚
/
前
年
標
識
ス
モ
ル
ト
放
流
数
と
し
て
求

め
た
。
標
識
ス
モ
ル
ト
の
放
流
は

一
九
九
七
年
か
ら
実
施

1.2

本流下流部 名寄川 サ ンル川 本流上流部

2005年6月 における天塩川の水域別ヤマメ生息密度

ω
腿

麗

…

即

(N
實
＼
哩
)
翼

揮
舶
、姻

2006年6,月 ヤ マ メ 生 息密 度

0.40

(0.35
ね

日0.30

面0・25
)0 .20

遡O.15

奪0.10
の

ぜ0・05
0.00

本流下流部 名寄川 サンル川 本流上流部

図122006年6月 における天塩川の水域別ヤマメ生息密度

し

て

い
る

の

で
、

遡

上

標

識
魚

の
回
帰

率

を

一
九
九

八
年

か
ら

二
〇
〇

四
年

ま

で
求

め

る

と
、
最

小

が

○

で
最

大

は

○

・
〇

二

六
%

、

平

均

○

・
○

]
五
%

で
あ

っ
た
。

真

山

(
一
九

九

二
)
は
地

場

産

種
苗

を
用

い
た

ス

モ

ル
ト
放

流

試

験

で
、

尻
別

川

の
採

捕

率

が
○

・
二
〇

～

一
・
二

四
%

、

斜

里

川

で

は

一
・
三

二
～

一
・
七

二
%

と
報

告

し

て

い
る
。

二
風

谷
ダ

ム

の
場

合

は

池
産

ス
モ

ル
ト
と

い
う
問

題

も

あ

り
、

直
接

比

較

で
き

な

い
が
、

回

帰
率

は
尻
別

川

の

一
/

十

以

下

と
小

さ

い
値

で
あ

っ
た
。

六
.
サ

ン
ル
川

の
ヤ

マ
メ
生
息
密
度

旭
川
開
発
建
設
部
の
「天
塩
川
河
川
整
備
計
画
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
天
塩
川
資
料
集
お
よ
び
天
塩
川
流
域
委
員
会

に
提
出
し
た
資
料
か
ら
、
天
塩
川
の
サ
ン
ル
川
な
ど
の
ヤ

マ
メ
生
息
密
度
の
資
料
を
用
い
て
検
討
し
た
。
図
10
に
、

サ
ン
ル
川
の
二
十
の
調
査
点
で
六
月
に
調
査
し
た
ヤ
マ
メ

生
息
密
度
の
平
均
値
の
推
移
を
示
し
た
。
密
度
は
○

・
三

五
～

一
・
二
八
の
間
を
変
動
し
、
平
均
値
は
○

・
八
九
で

あ

っ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
サ
ン
ル
川
を
除
く
名
寄
川
の

密
度
も
調
査
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
値
は
○

・
〇
五
四
で
あ

り
、
同
じ
年
の
サ
ン
ル
川
の
密
度
○
・九
五

一
の
五
・七
%

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

図
11
と
12
に
は
二
〇
〇
五
年
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
の
六

月
に
お
け
る
天
塩
川
の
水
域
別
ヤ
マ
メ
生
息
密
度
を
示
し

た
。
本
流
下
流
は
、
本
流
の
名
寄
川
合
流
点
よ
り
下
流
を
、

本
流
上
流
は
合
流
点
よ
り
上
流
を
、
名
寄
川
は
サ
ン
ル
川

を
除
く
名
寄
川
流
域
を
示
す
。
年
に
よ
っ
て
密
度
は
変
動

す
る
が
、
サ
ン
ル
川
の
密
度
は
図
10
に
示
し
た
よ
う
に
平

均
○

・
八
九
で
あ
り
、
天
塩
川
の
他
の
水
域
と
比
べ
て
特

別
に
密
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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七
.
サ
ン
ル
ダ

ム
の
推
定
回
転
率

四
.
三
で
ス
モ
ル
ト
降
下
時
の
六
月
の
二
風
谷
ダ
ム
回

転
率
に
つ
い
て
述
べ
た
。
二
風
谷
ダ
ム
で
は
月
回
転
率
が

四
.
三
の
場
合
は
ス
モ
ル
ト
が
降
下
し
に
く
く
な
り
、
湖

沼
型
も
し
く
は
残
留
ス
モ
ル
ト
が
発
生
す
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
滞
留
時
間
は
回
転
率

の
逆
数
と
な
る
の
で
、
三

十
/
四
.
三
ロ
七
と
な
り
、
滞
留
時
間
が
約
七
日
と
な
る

と
、
二
風
谷
ダ
ム
で
は
降
下
し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

サ
ン
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
サ
ン
ル
ダ
ム

は
穴
あ
き
ダ
ム
な
の
で
、
貯
水
容
量
を
利
水
容
量
の

一
五

ヨ

三
〇
万

m
に
堆
砂
容
量
七
〇
〇
万
を
加
え
た

二
二
三
〇

ヨ

万

m
と

し

た
。

月

間

総
流

入

量

に

つ
い

て
は
、

サ

ン

ル
川

℃

20

雌

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎝

鋤

㎜

㎜

㎝

〔]スモ跡採捕尾数(放牧均橋)一 流量(サノル槻測塘点)一 日平均水温(五穀橋)

図13サ ンル川におけるH14年

スモル ト採捕尾数 と流量 ・水温

で
ス
モ
ル
ト
が
最
も
降
下
す
る
時
期
の
水
量
か
ら
求
め

た
。
天
塩
川
資
料
集
に
よ
れ
ば
、

一
例
を
図
13
に
示
し
た

が
、
ス
モ
ル
ト
の
採
捕
尾
数
が
最
も
多

い
の
は
水
温
が

十
℃
前
後
で
、
流
量
が
五
～
十
㎡
/

s
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ヨ

水
量
を
十

m
/
s
と
仮
定
す
る
と
、
月
間
総
流
入
量
は
ニ

ヨ

五
九

二
万

m
/

s
と
な

る

。

月

回
転

率

口

二
五

九

二
/

二

二
三

〇

11

一
・

一
六

と

な

り
、

滞
留

時

間

は
約

二
十

五

日

ヨ

と

な

る

。

水
量

を

五

m
/

s
と

す

る
と

、

滞
留

時

間

は
倍

と

な

る

。

八
.
考
察

八
.

一

ヤ

マ
メ
生
息
量

に
及

ぼ
す

二
風
谷
ダ

ム

の
影
響

開
発
局
が
推
定
し
た
ダ
ム
上
流
の

サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
量
は

一
九
九
七
年

の
ダ
ム
建
設
以
後
に
減
少
し
て
い
る

(図
3
)
。
こ
れ
が
ダ
ム
の
影
響
か
ど

う
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
遡
上
す

る
サ
ク
ラ
マ
ス
親
魚
と
そ
の
子
供
の

ヤ
マ
メ
の
関
係
を
調
べ
た
。
図
14
に

刺
網
で
採
捕
し
た
サ
ク
ラ
マ
ス
数
と

ダ
ム
上
流
の
推
定
ヤ
マ
メ
生
息
数
の

推
移
を
示
し
た
。
卜
部

・
村
上

(二

〇
〇
四
)
は
、
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る

ま
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
遡
上
数
が
三
年

周
期
で
現
わ
れ
、
幼
魚
で
あ
る
ヤ
マ

メ
は

一
年
遅
れ
で
や
は
り
三
年
周
期

を
示
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
サ

ク
ラ
マ
ス
親
魚
が
遡
上
し
産
卵
す
る

の
で
、
翌
年
の
ヤ
マ
メ
生
息
量
に
影

80

70

60

響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

+親 魚採捕数

一毛ト0才 ヤマメ生息数/10

該
当
年
の
刺
網
で
採
捕
し
た
ヤ
マ
メ
親
魚
数
と
翌
年
の
ダ

ム
上
流
の
ヤ
マ
メ
推
定
生
息
数
を
該
当
年
に
統

一
し
て
図

15
に
示
し
た
。

一
九
九
六
年
ま
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
は

一
九

九
〇
、

一
九
九
三
お
よ
び

一
九
九
六
年
に
高
位
水
準
で
、

ヤ
マ
メ
生
息
数
は
そ
の
翌
年
高
位
水
準
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
サ
ク
ラ
マ
ス
の
寿
命
は
三
年
な
の
で
、
こ

の
よ
う
に
三
年
周
期
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
○
才

ヤ
マ
メ
生
息
数
は
、

一
九
九
六
年
ま
で
遡
上
サ
ク
ラ
マ
ス

の

一
年
遅
れ
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
て
、
親
子
関
係
が
示

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ダ
ム
完
成
後
の

一
九
九
八
年
か
ら
周
期
性
が

見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
図
14
の
刺
網
で
採
捕
さ
れ
た
サ
ク

ラ

マ
ス
親
魚
を
x
軸
に
、
そ
の
翌
年
の
二
風
谷
ダ
ム
上
流

の
ヤ
マ
メ
推
定
生
息
数
を

y
軸

に
と

っ
て
図
16
に
示
し

50
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20

10

0
879093969925

図14遡 上親魚採捕数 と翌年0才 ヤマメ採捕数の推移

+遡 上サクラマス

ー■一 上流ヤマメ1/4000

+上 流ヤマメ2/1000

35
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輔20

哩15

10一50
899091929394959697989901234

図15遡 上サクラマス数 と二風谷ダム上流の推定 ヤマメ生息数

ヤマメ数 はダム建設前 は1/4000、 ダム建設後は1/1000と してい

る。
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腿

凶
卜
亭
魯
O

た
。
親
魚
採
捕
数
と
○
才
ヤ
マ
メ
採
捕
数
の
関
係
を
見
た

も
の
で
あ
る
が
、
ダ
ム
建
設
以
前
に
は
正
の
相
関
が
見
ら

れ
る
の
に
、
ダ
ム
建
設
後
は
相
関
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
下
流
の
ヤ
マ
メ
生
息
数
は
図
3
と
図
4
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、ダ
ム
建
設
後
三
年
周
期
を
維
持
し
て
い
る
。

三
年
周
期
が
変
化
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
ω
卜
部

・
村

上

(二
〇
〇
四
)
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
九
七

年
以
降
サ
ク
ラ
マ
ス
幼
魚
や
ス
モ
ル
ト
を
大

量
に
放
流
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遡
上
サ
ク
ラ
マ
ス
の
数
が
影
響
を
受

け
て
、
三
年
周
期
が
変
化
し
た
、
②
開
発
局
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
大
き
な
出
水
に
よ
っ
て
卵
や
幼
魚
が
流
さ
れ

て
、
翌
年
の
ヤ
マ
メ
幼
魚
が
減
少
す
る
、
の
二
つ
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

一
点
目
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
四

万
尾

の
ス
モ
ル
ト
が
放
流
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
〇
〇

一

05101520253035

親 魚 採 捕数

図16遡 上 親 魚採 捕 数 と翌 年0才 ヤ マ メ採 捕 数 の関 係

の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
で
き
る
。

の

一
九
九
九
、

つ
い
て
は
出
水
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。

に
二
〇
〇
〇
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
は
ピ
ー
ク
の
周
期
に
あ

り
、
ダ
ム
建
設
以
前
の
ピ
ー
ク
年
で
あ
る

一
九
九
四
年
お

よ
び

一
九
九
七
年
と
比
較
す
る
と

一
/
四
に
減
少
し
て
い

る
。
し
た
が

っ
て
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
遡
上
障
害
に
よ
っ

て
産
卵
数
が
減
少
し
、
加
え
て
ス
モ
ル
ト
の
降
下
障
害
に

よ
っ
て
遡
上
魚
が
減
少
す
る
と
い
う
影
響
に
よ
っ
て
ダ
ム

上
流
の
ヤ
マ
メ
生
息
数
が
減
少

(図
3
)
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ダ
ム
下
流
で
は
ダ
ム
建
設
後
も
ヤ
マ
メ
生
息
数
は

三
年
周
期
を
維
持

(図
3
、
図
4
)
し
て
い
て
い
る
の
で
、

ダ
ム
は
上
流
の
ヤ
マ
メ
生
息
に
の
み
影
響
し
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

年

の
サ

ク

ラ

マ
ス
親
魚

が

多

く

な

る

こ
と

が
予

想

さ

れ

る
。

実

際

に
、

三
年

周

期

な

ら

ば
遡

上

魚

が

少

な

い
は
ず

の
二
〇

〇

一
年

に
遡

上
魚

が

多

か

っ
た

(図

2
)

の

で
、

ト

部

・
村

上

(
二

〇

〇

四

)

が
推

定

し

た

よ
う

に
、

放

流

に
よ

っ

て
遡

上

魚

の

周
期

が
変

化

し

た
可

能

性

が
考

え

ら

れ

る

。

二
番

目

に

つ

い
て

は
、

開

発

局

は

一

九

八
九

、

一
九
九

二
、

一
九
九

七
、

二
〇

〇

一

お
よ

び

二
〇

〇

三
年

に
大
出

水

が

あ

っ
た

と
述

べ
て

い
る

の
で
、

一
九

九

〇
、

一
九
九

三

、

一

九

九

八
、

二
〇
〇

二

お
よ
び

二

〇

〇

四
年

の
ヤ

マ
メ
生

息

数

が
減

少

す

る

こ

と

に
な

る
。

実

際

に

は

(
図

3
)
、

こ

れ
ら

の
五

つ

の
年

で

は

ヤ

マ

メ
生

息

数

は

少

な

い
。

し

か
し

、

こ

の
う

ち

一

九
九

〇

、

一
九

九

三

お
よ

び

二
〇

〇

二
年

は
ヤ

マ
メ
資

源

量

が

低
位

の
周

期

に
あ

た

り

、
出

水

で
減

少

し
た

の
か

ど
う

か

は
不

明

確

で
あ

る
。

一
九

九

八
年

と

二
〇
〇

四
年

に

つ
い

て
は
出

水

し

か

し
、

そ

れ

以
外

二
〇

〇

〇

、

二

〇
〇

一
、

二
〇

〇

三
年

に

と

く

八

.

ニ

ヤ

マ
メ
O
才

お
よ
び

ス
モ

ル
ト

の
放
流

効
果

一
九
九
七
年
以
降
、
図
7
に
示
し
た
よ
う
に
膨
大
な
数

の
○
才
幼
魚
お
よ
び
ス
モ
ル
ト
が
放
流
さ
れ
て
い
る
。
図

8
の
天
然
と
放
流
ス
モ
ル
ト
の
採
捕
数
を
見
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
に
放
流
ス
モ
ル
ト
採
捕
数
が
多

い
の
は
、
こ
の
年

に
四
万
尾
の
ス
モ
ル
ト
が
放
流
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
放
流
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
他

の
年
に
は

一
万
尾
放
流
さ
れ
て
い
る
(図
7
)。
図
8
を
見

る
と
、

一
万
尾
放
流
さ
れ
た
と
き
は
天
然
と
放
流
の
採
捕

数
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
、
天
然
ス
モ
ル
ト
も

一

万
尾
ほ
ど
は
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
放

流
に
よ

っ
て
ス
モ
ル
ト
量
が
約
倍
に
増
加
し
た
こ
と
に
な

る
が
、
図
3
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
ダ
ム
上
流
域
に
お
け
る

ヤ
マ
メ
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
。
従

っ
て
放
流
効
果
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
の

一
つ
が
、
図
9

に
示
さ
れ
た
よ
う
に
八
○
%
の
ス
モ
ル
ト
が
発
電
水
路
を

通

っ
て
降
下
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
ス
モ
ル
ト
が
損

傷
を
受
け
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
遡
上

障
害
や
、
放
流
さ
れ
た
幼
魚
や
ス
モ
ル
ト
が
池
産
で
あ
る

こ
と
も
放
流
効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

八
.

三

沙
流
川
と
サ
ン
ル
川
の
ヤ

マ
メ
の
比
較

沙
流
川
の
ヤ
マ
メ
生
息
密
度

(尾
数
/
㎡
)
は
、
二
風

谷
ダ
ム
上
流
で
は
ダ
ム
建
設
前

(～

一
九
九
六
年
)
は
平

均
○
・〇
五
九
で
あ
り
、
ダ
ム
建
設
後

(
一
九
九
八
年
～
の

平
均
)
は
○
・〇
二
三
で
あ
っ
た

(図
4
)
。
ま
た
ダ
ム
建

設
後
の
ダ
ム
下
流
の
平
均
値
は
○

・
一
二
で
あ
っ
た
。

一

方
、
サ
ン
ル
川
の
平
均
生
息
密
度
は
○

・
八
九
で
あ
り
、

二
風
谷
ダ
ム
上
流
の
ダ
ム
建
設
前
の
十
五
倍
、
建
設
後
の

三
十
八
倍
、
ダ
ム
下
流
部
の
七

・
四
倍
で
あ
る
。
ま
た
、
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サ
ン
ル
川
は
天
塩
川
の
中
で
も
と
く
に
ヤ
マ
メ
の
生
息
密

度
が
高
い
川
で
あ
り
(図
11
、
12
)、
ダ
ム
の
影
響
が
な
い

沙
流
川
の
ダ
ム
下
流
の
サ
ク
ラ
マ
ス
密
度
は
天
塩
川
の
サ

ン
ル
川
以
外

の
生
息
密
度
と
同
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
ω
ダ
ム
が
で
き
れ
ば
そ
の
上
流

の
サ
ク
ラ
マ

ス
/
ヤ
マ
メ
資
源
は
悪
影
響
を
受
け
る

(沙
流
川
の
二
風

谷
ダ
ム
上
流
と
下
流

の
比
較
)、
②
天
塩
川
の
サ
ン
ル
川
以

外
の
ヤ
マ
メ
生
息
密
度
は
二
風
谷
ダ

ム
下
流

の
値

と
近

く
、
北
海
道
の
河
川
の
平
均
的
な
値
と
考
え
ら
れ
、

一
方

サ
ン
ル
川
で
は
特
別

に
密
度
が
高
い
、
の
二
点
を
指
摘
で

き
る
。
サ
ン
ル
川
の
ヤ
マ
メ
の
密
度
が
高
い
の
は
、
サ
ク

ラ
マ
ス
が
多
く
遡
上
し
て
い
る
反
映
で
あ
り
、
な
ぜ
サ
ク

ラ
マ
ス
が
サ
ン
ル
川
に
多
く
遡
上
し
て
く
る

の
か
に
つ
い

て
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

八
.

四

サ

ン
ル
ダ

ム
の
サ
ク

ラ

マ
ス

に
与

え

る

影

響

の
予
測

二
風
谷
ダ
ム
の
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
に
与
え
る
影
響
を
見

る
と
、
サ
ン
ル
ダ
ム
は
天
塩
川
の
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源
に
か

な
り
の
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
。
二
風
谷
ダ
ム

の
ス
モ
ル
ト
降
下
期
の
滞
留
時
間
が
お
よ
そ
七
日
で
ス
モ

ル
ト
が
残
留
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
ル

ダ
ム
の
ス
モ
ル
ト
降
下
期
の
滞
留
時
間
は
二
十
五
～
五
十

日
と
推
定
さ
れ
た
の
で
、
サ
ン
ル
ダ
ム
で
は
ス
モ
ル
ト
は

ほ
と
ん
ど
降
下
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え

一
部

降
下
で
き
て
も
、
二
風
谷
ダ
ム
の
例
を
み
る
と
ほ
と
ん
ど

発
電
水
路
を
経
て
い
る
。
私
た
ち
は
か
な
り
以
前
か
ら
ス

モ
ル
ト
の
降
下
に
疑
問
を
述

べ
て
い
た
が
、
開
発
局
は
天

塩
川
流
域
委
員
会
が
終
了
す
る
直
前
の
第
十

八
回
委
員
会

で
は
じ
め
て
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
、
ω
誘
導
フ
ェ
ン
ス

方
式
、
②
バ
イ
パ
ス
方
式
、
㈹
ス
モ
ル
ト
捕
獲
運
搬
方
式

の
三
つ
を
提
案
し
て
き
た
。
ω
と
②
は
実
績
が
な
く
こ
れ

か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
㈹
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
川
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ケ
類
資
源
の
減
少
を

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
対
策
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
サ
ン
ル
ダ
ム
建
設
に
よ

っ
て
サ

ン
ル
川
の
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
が
大
幅
に
減
少
す
る
可
能
性

は
極
め
て
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
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ヤマメ

サ クラ マス の稚 魚(帰 山原 図)

「北 の さか なた ち」(北 日本 海 洋 セ ンタ ー、1991)か ら

サクラマス

「北 の さか な た ち」(北 日本 海 洋 セ ンター 、1991)か ら
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